
日本のアニメーションを作った男。
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火垂るの墓 © 野坂昭如／新潮社,1988

主催｜麻布台ヒルズ ギャラリー／ＮＨＫ／ＮＨＫプロモーション
企画協力｜スタジオジブリ
協力｜（公財）徳間記念アニメーション文化財団／新潮社
協賛｜ア・ファクトリー
後援｜レッツエンジョイ東京／TOKYO MX／在日スイス大使館



Please check the exhibition's special website for the latest information before visiting.
ご来館の際は、展覧会特設WEBサイトにて最新情報をご確認ください。

左から　 平成狸合戦ぽんぽこ ©1994 Isao Takahata/Studio Ghibli, NH　 火垂るの墓 ©野坂昭如／新潮社,1988　 アルプスの少女ハイジ ©ZUIYO  「アルプスの少女ハイジ」公式ホームページhttp://www.heidi.ne.jp　 かぐや姫の物語 ©2013 Isao Takahata, Riko Sakaguchi/Studio Ghibli, NDHDMTK

火垂るの墓 ©野坂昭如／新潮社,1988　レイアウト：庵野秀明   ハーモニーセル*：樋口法子

この夏、高畑勲のアニメーションを知る。
「リアリティを持ちながら、なお現実では絶対できないことをやる。」

高畑勲（1935̶2018）は、1960年代から半世紀にわたって日本のアニメーション制作のキャリアを積み、その世界を牽引したアニメーション
映画監督です。 三重県で生まれ、岡山県で育った高畑勲は、東京大学仏文学科卒業後の1959年、東映動画（現・東映アニメーション）に入社し、
『太陽の王子 ホルスの大冒険』（1968）で壮大な世界観を表現すると、70年代には『パンダコパンダ』（1972）や『アルプスの少女ハイジ』（1974）

など数々のアニメーションを発表。アニメーションにおける新しい表現に挑戦していきました。 スタジオジブリの設立に参加する1985年を含む80年
代以降は、『火垂るの墓』（1988）、『平成狸合戦ぽんぽこ』（1994）などの作品を通じて、日本の風土、庶民生活のリアリティーの表現を追求、 90年
代には、『ホーホケキョ となりの山田くん』（1999）を発表。セル画ではなくコンピューターによる彩色で手描きのスケッチを表現するという当時
前例のない技法を進化させ、2000年代にはその技術の発展形である『かぐや姫の物語』（2013）を作り上げました。

azabudaihillsgallery@mori.co. p
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10:00̶20:00（最終入館 19:30）
※ 6/29（日）― 7/15（火）の火曜・日曜は
　10:00―17:00（最終入館16:30）

※ 混雑状況により営業時間を変更する場合があります。
　 公式SNSにて最新情報をご確認いただけますよう
　 お願いいたします。

アクセス

会場

時間

会期

お問合せ

麻布台ヒルズ ギャラリー
東京都港区虎ノ門5-8-1
麻布台ヒルズ ガーデンプラザA MB階

東京メトロ日比谷線「神谷町駅」
5番出口直結  徒歩2分
東京メトロ南北線「六本木一丁目駅」
4番出口  徒歩8分

# 麻布台ヒルズギャラリー
# azabudaihillsgallery
# AHGgallery

詳細はWEB ／      　　    をチェック！

太平洋戦争から80年という節目である今年、『火垂るの墓』に注目
した新たな資料の展示を行います。また、展覧会の準備の中で、
スタジオカラー代表である庵野秀明が担当した『火垂るの墓』の
カットである「重巡洋艦摩耶」のハーモニーセルが偶然にも発見
されました。この点にもぜひご注目ください！
*絵画のようなタッチで描きこまれたセルのこと。通常、セルの彩色は単色の塗り分けだが、
  ハーモニーはより写実的な表現を可能にするテクニックである。

ま　 や

展覧会オリジナル商品を中心に、新商
品が追加！充実した品ぞろえの関連
商品を販売します。お見逃しなく！

コラボカフェ「喫茶 高畑勲展」がOPEN !
高畑勲展で紹介された作品にインスパ
イアされたメニューが勢揃い！
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